
新 聞 購 読 料 　 　 月 額  5, 9 4 0  円 （ 税 込 ）

電 子 版 購 読 料 　 月 額  4, 4 0 0  円 （ 税 込 ）

発 行 所 ：� 茨 城 県 水 戸 市 笠 原 町 1 5 2 3 - 3�

桂 ビ ル 2 階

T E L : 0 2 9 - 2 9 1 - 8 8 5 5   F A X : 0 2 9 - 2 9 1 - 8 8 5 4

htt p s: / / w w w. k e n s et s u mi r ai. c o.j p

茨 城 全 県 版

2 0 2 3  年 （ 令 和  5  年 ）

5 2 7月  日

（ 土 曜 日 ）

代 表 取 締 役 佐 々 木 　 孝 夫

〒 3 0 1 － 0 8 2 4 　 茨 城 県 龍 ケ 崎 市  2 9 5 7  番 地
T E L 0 2 9 7 － 6 2 － 2 1 2 1
F A X 0 2 9 7 － 6 4 － 2 7 8 0

地 域 に 貢 献 で き る 建 設 産 業 を 目 指 す

　
県 検 査 指 導 課 は 、 ２ ０ ２

３ 年 度 ４ 月 末 時 点 に お け る土 木 部 公 共 事 業 の 執 行 状 況を ま と め た 。  そ れ に よ る と 、本 工 事 費 に 係 る 起 工 額 は ２１ ０ 億 ５ ４ ５ ７ 万 ７ ０ ０ ０　
茨 城 町 は 、 町 内 の 施 工 業

者 を 活 用 し て 行 う 自 己 用 住宅 の リ フ ォ ー ム 工 事 に 対し 、 そ の 工 事 金 額 の 一 部 を助 成 す る 。  募 集 件 数 は

2 4件 。

６ 月

1 6日 ま で 申 込 み を 受 け

付 け る （ 募 集 件 数 を 超 え た場 合 は 抽 選 ）  。 当 初 予 算 には 住 宅 リ フ ォ ー ム 資 金 助 成事 業 と し て ４ ８ ０ 万 円 を 計上 し た 。　
助 成 の 対 象 と な る の は 、

万 ７ ０ ０ ０ 円 、 下 水 道 課 が
4 0億 ６ ３ ７ １ 万 ６ ０ ０ ０

円 。 こ の ほ か 、 道 路 建 設 課が

3 8億 ４ ３ ５ ０ 万 ８ ０ ０ ０

円 、 港 湾 課 が

1 4億 ９ １ ５ １

万 ２ ０ ０ ０ 円 、 河 川 課 が

1 2

億 ４ ９ ９ ３ 万 ４ ０ ０ ０ 円 、都 市 整 備 課 が

1 0億 ５ １ ６ １

万 １ ０ ０ ０ 円 な ど と な っ てい る 。 　
水 戸 市 は 吉 田 市 民 セ ン

タ ー （ 元 吉 田 町 １ ７ ３ ６

－

５ ） の 長 寿 命 化 に 向 け て 、本 年 度 は 実 施 設 計 を 策 定 する 。 委 託 に 係 る 指 名 競 争 入札 は ６ 月 ６ 日 に 執 行 す る 。予 定 価 格 は ９ １ ９ 万 円 （ 税抜 き ）  。　
吉 田 市 民 セ ン タ ー は １ ９

８ １ 年 の 建 築 。 築 後

4 0年 以

上 が 経 過 し 施 設 の 老 朽 化 が進 ん で い る 。　
建 物 の 規 模 は Ｒ Ｃ 造 ２ 階

建 て 、 延 べ 面 積 ６ ５ ５ ・ ８４ ㎡ 。 吉 田 小 学 校 の 北 東 部に 位 置 し 、 敷 地 面 積 は ３ ４８ ７ ・ ６ ㎡ 。 敷 地 の 東 側 は市 道 吉 田 ４ 号 線 と 接 し て いる 。 市 道 ６ ７ ３ ８ 号 線 鮎 川 町 地内 道 路 は 、 鮎 川 停 車 場 線 と新 鮎 川 踏 切 を 結 ぶ 路 線 。 計

務 負 担 工 事 を 含 ん で い るが 、 繰 越 工 事 は 含 ん で い ない 。 本 工 事 費 は 工 事 費 と 業務 委 託 費 の 合 計 。 　

4 0年 目 程 度 に は 大 規 模 改

修 （ 躯 体 の 長 寿 命 化 対 策 など ）  、

6 0年 目 程 度 に は 中 規

模 改 修 （ 部 分 的 な 修 繕 ・ 改修 な ど ） を 行 う と し て いる 。　
実 施 設 計 の 履 行 期 間 は ２

４ ０ 日 間 。 予 算 が 付 け ば 来年 度 に も 工 事 に 着 手 す る 見通 し 。 き 続 き 災 害 に 強 い 県 土 づ くり や 、 広 域 交 通 ネ ッ ト ワ ーク な ど の 整 備 を 進 め て ま いる 」 と あ い さ つ 。　
小 川 春 樹 日 立 市 長 （

写 真

左 上

） は 「 開 通 に 約

2 0年 か

か っ た が 、 本 市 の 東 西 を 結ぶ こ の 道 路 の 開 通 の 意 義 は大 き い 。 経 済 や 物 流 な ど に良 い 影 響 を 及 ぼ す だ ろ う 。今 後 も ま す ま す 本 市 が 発 展す る よ う 頑 張 っ て い き たい 」 と 強 調 。　
ま た 、 地 元 選 出 の 齋 藤 英

彰 県 議 会 議 員 （

写 真 下

） は

　
木 田 余 跨 線 橋 は Ｊ Ｒ 常 磐

線 の 上 に 架 か る 橋 長 １ １４ ・ ２ ｍ の 橋 で 、 場 所 は 土浦 市 木 田 余 地 内 。 点 検 の 結果 早 期 措 置 段 階 と 判 定 さ れた た め 、 ２ ０ ２ １ 年 度 に 設計 へ 着 手 。 サ ン コ ー コ ン サル タ ン ト ㈱  （ 東 京 都 江 東 区 ）が 策 定 を 担 当 し た 。

円 で 、 件 数 は ６ １ ６ 件 だ った 。　
主 管 課 別 で は 、 金 額 は 営

繕 課 が

4 9億 ５ ４ ３ ９ 万 ７ ０

０ ０ 円 で 最 も 多 く 、 次 い で道 路 維 持 課 が

4 3億 １ ８ ３ ６

町 内 に 住 所 を 有 す る 業 者 に依 頼 し て 、 消 費 税 を 含 ん だ総 額 が １ ０ ０ 万 円 以 上 の 工事 で 、 住 宅 の 外 装 ・ 内 装 工事 、 建 具 工 事 、 住 宅 設 備 工事 な ど 。 来 年 ２ 月 ま で に 工事 を 完 了 す る 必 要 が あ る 。助 成 金 額 は 一 律

2 0万 円 。

　
問 い 合 わ せ は 、 都 市 建 設

部 都 市 整 備 課 住 宅  ・  営 繕  （ 電話 ０ ２ ９

－ ２ ９ ２

－ １ １ １

１ 、 内 線 １ ５ ２ ・ １ ５ ３ ）  。 　
鮎 川 停 車 場 線 は 、 日 立 市

内 の 渋 滞 解 消 や 円 滑 な 交 通確 保 な ど を 目 的 と し て 、 １９ ８ ２ 年 に 都 市 計 画 決 定 さ

れ た 。 計 画 延長 は ８ ５ ０ｍ 、 幅 員 は

2 5

ｍ ／

1 3ｍ 。

　
２ ０ ０ ２ 年

に 東 工 区 （ Ｌ４ ２ ８ ｍ ）  、
1 5年 に 西 工 区

（ Ｌ ４ ２ ２ ｍ ）が 事 業 化 され 、 Ｊ Ｒ 立 体交 差 工 事 な どを 経 て 、 全 線供 用 （ 一 部 暫定 ）  と な っ た 。　
ま た 、

1 3～

2 2年 度 に 整 備
が 進 め ら れ た

　
執 行 箇 所 別 で み る と 、

1 2

土 木 工 事 事 務 所 の う ち 土 浦土 木 事 務 所 が

3 2億 ９ ５ ５ ０

万 ７ ０ ０ ０ 円 、 １ １ ５ 件 で金 額 ・ 件 数 と も 最 も 多 く 、金 額 順 で は 次 で 筑 西 土 木 事務 所 が

1 6億 ４ ３ ６ ７ 万 ３ ０

０ ０ 円 、 水 戸 土 木 事 務 所 が
1 3億 ６ １ ４ ８ 万 ８ ０ ０ ０

円 。　
こ の ほ か 、 流 域 下 水 道 事

務 所 が

2 2億 ２ ８ ０ 万 ９ ０ ０

０ 円 、 鹿 島 下 水 道 事 務 所 が
1 8億 ６ ０ ９ ０ 万 ７ ０ ０ ０

円 、 茨 城 港 湾 事 務 所 が

1 4億

７ ４ ７ １ 万 ５ ０ ０ ０ 円 。　
な お 、 今 回 の 公 表 分 は 債

　
市 の 市 民 セ ン タ ー 総 合 管

理 計 画 で は 、

8 9年 度 以 降 に

建 築 さ れ た 市 民 セ ン タ ー は比 較 的 新 し い 施 設 で あ る ため 、  「

8 0年 使 用 」 を 想 定 。

画 延 長 は ６ ４ ０ ｍ で 、 計 画幅 員 は ９ ・ ５ ｍ ／ ６ ・ ｍ 。　
両 路 線 の 開 通 に よ る 事 業

効 果 と し て は 、 踏 切 の 解 消に よ る 円 滑 な 交 通 、 歩 道 新設 に よ る 歩 行 者 の 安 全 確保 、 国 道 ６ 号 と 同 日 立 バ イパ ス （ Ⅱ 期 ） を 結 ぶ 新 た な南 北 軸 の 形 成 な ど が 期 待 され る 。　
式 典 で は 長 山 君 信 県 高 萩

工 事 事 務 所 長 （

写 真 右 上

）

が 「 皆 さ ま 方 の 格 別 な る ご支 援 ・ ご 尽 力 に よ り こ の 日を 迎 え る こ と が で き た 。 引　
県 土 浦 土 木 事 務 所 は 木 田

余 跨 線 橋 の 修 繕 工 事 を 本 年度 に 実 施 す る 。 ７ ～ ９ 月 ごろ に 一 般 競 争 入 札 で 発 注 予定 。 工 期 は ６ カ 月 間 を 見 込む 。　
工 事 内 容 は 伸 縮 装 置 の 交

換 お よ び 落 橋 防 止 装 置 の 交換 。

　
県 筑 西 土 木 事 務 所 は 、 県

道 岩 瀬 二 宮 線 バ イ パ ス 整 備事 業 を 進 め て い る 。 本 年 度は 筑 西 市 小 栗 地 内 の 約

6 0ｍ

区 間 で 、 道 路 改 良 舗 装 工 事を 実 施 す る 。 ９ 月 ま で に 一般 競 争 入 札 を 公 告 し 、 工 事に か か っ て い く も よ う 。 工事 期 間 は ５ カ 月 を 見 込 む 。　
岩 瀬 二 宮 線 バ イ パ ス は 、

桜 川 市 岩 瀬  （ 筑 西 桜 川 Ｉ Ｃ ）か ら 栃 木 県 真 岡 市 を 結 ぶ 。全 長 は 約 ３ ０ ０ ０ ｍ で 、 この う ち 約 １ ８ ０ ０ ｍ 区 間 は供 用 済 み 。 １ ９ ９ ６ 年 度 より 着 手 し た 。　
幅 員 は

1 4ｍ  （ ３ ｍ ２ 車 線 、

３ ・ ５ ｍ の 歩 道 と ０ ・ ５ ｍの 路 肩 が 両 側 ） を 想 定 。　
昨 年 度 に は 、 小 栗 地 内 の

約

6 0ｍ 区 間 で 道 路 改 良 舗 装

工 事 を 開 始 。 工 事 は 総 合 開発 協 同 組 合 （ 筑 西 市 ）  、 設計 は ㈱ 明 和 技 術 コ ン サ ル タン ツ （ 小 美 玉 市 ） が 担 当 。さ ら に 県 道 つ く ば 真 岡 線 との 交 差 部  （ 延 長 約 ３ ６ ０ ｍ ）で の 測 量 設 計 業 務 に 着 手 した 。  ㈲ サ ン ヨ ー 測 量 設 計  （ 桜川 市 ） が 担 当 。 「 議 員 一 同 、 強 い 思 い で 進め て き た 道 路 な の で 感 慨 深い 。 引 き 続 き 他 の 路 線 も 早期 に 開 通 で き る よ う 、 国 ・県 ・ 市 の 連 携 を 深 め て ま いる 」 と 話 し た 。　
そ の 後 、 関 係 者 に よ る 安

全 祈 願 、 テ ー プ カ ッ ト 、 通り 初 め が 行 わ れ 、 午 後 ３ 時に 晴 れ て 開 通 と な っ た 。

　
県 に 入 庁 し て 間 も な い 昭

和

5 0年 代 後 半 、 私 は カ ー

フ ェ リ ー 就 航 時 の 大 洗 港 の整 備 に 従 事 し て い ま し た 。県 道 水 戸 鉾 田 佐 原 線 も 整 備の 途 中 で 、 砂 浜 や 海 域 の 中で 港 湾 整 備 が 進 め ら れ て いた と 思 い ま す 。　
思 い 出 に 残 っ て い る の

は 、 明 治 の 末 か ら 大 正 に かけ て 整 備 さ れ た 磯 浜 港 の 、防 波 堤 の 撤 去 工 事 で す 。 磯浜 港 は 、 現 在 の 大 洗 港 が ある 場 所 に つ く ら れ た 港 です 。 大 型 機 械 も な か っ た 時代 に 、 先 人 た ち が 苦 労 し て築 造 し た も の で す が 、 漂 砂に よ り 埋 没 し 、 完 全 に 陸 上が り し て い ま し た 。 こ れ を大 型 重 機 で 取 り 壊 し 、 撤 去し て い っ た の で す 。 上 部 工の 一 部 は 、 大 洗 港 の 整 備 のた め の 仮 護 岸 に 再 利 用 し ま

し た 。　
こ の ほ か 、 直 接 的 な 港

湾 整 備 で は あ り ま せ ん が 、フ ェ リ ー タ ー ミ ナ ル の 建 設や 大 貫 海 水 浴 場 の 移 設 な どに 従 事 し ま し た 。 大 貫 海 水浴 場 は 、 移 設 後 は 大 洗 サ ンビ ー チ 海 水 浴 場 と し て 生 まれ 変 わ り 、 今 も 多 く の 人 に愛 さ れ て い る よ う で す 。 また 昭 和

6 0年 の ３ 月 、 つ く ば

万 博 開 幕 の 前 日 に 、 荒 天 の中 で カ ー フ ェ リ ー の 第 一 船が 入 港 し た こ と も 記 憶 に残 っ て お り ま す 。　
そ の 後 し ば ら く の 間 、 港

湾 関 係 の 仕 事 に は 就 け ま せん で し た が 、 入 庁 し た ば かり の 頃 に 関 わ っ た 大 洗 港 のこ と は 気 に な っ て お り ま した 。 そ し て 平 成

1 4年 、 再 び

港 湾 関 係 の 仕 事 に 従 事 す るこ と と な っ た の で す 。

　
当 時 の 大 洗 港 は 、 磯 浜 港

を 埋 め た 漂 砂 に よ る 航 路 維持 な ど の 課 題 が あ る も のの 、 フ ェ リ ー 岸 壁 が ２ バ ース と な り 、 第 ２ フ ェ リ ータ ー ミ ナ ル や マ リ ー ナ が 整備 さ れ 、 背 後 に は 大 洗 マ リン タ ワ ー や 大 洗 わ く わ く 科学 館 が 建 つ な ど 、 活 況 を 呈し て お り ま し た 。　
一 方 で 空 き 地 も 多 く 、 更

に 発 展 す る 可 能 性 を 秘 め てい ま し た が 、 な か な か 土 地利 用 が 進 ん で い な い 状 況 にあ り ま し た 。 こ の た め 、 当時 の 課 長 が 先 頭 と な っ て 企業 誘 致 に 取 り 組 み ま し た 。町 の た め に な る 企 業 誘 致 が叶 う よ う 力 を 尽 く し 、 そ の甲 斐 あ っ て 、 か な り の 土 地が 活 用 さ れ る 計 画 と な り まし た 。 あ の 頃 の 努 力 が あ った か ら 、 商 業 施 設 や レ ク リエ ー シ ョ ン 施 設 が 立 地 す る現 在 の 状 況 に 繋 が っ た の かも し れ な い と 思 う と 、 喜 ばし い 気 持 ち に な り ま す 。　
ま た 、 同 時 期 に は 京 浜 地

　
私 は 土 木 職 員 に 採 用 さ れ た 年 、 同 期 と と も に 大

洗 の 研 修 施 設 で 約 １ 週 間 の 宿 泊 研 修 を 受 け ま した 。 昼 の 部 は あ ま り 覚 え て お り ま せ ん が 、 夜 は 気の 合 っ た 仲 間 と 、 そ っ と 研 修 所 を 抜 け 出 し た の を覚 え て お り ま す 。 コ ー ヒ ー を 飲 み な が ら 、 将 来 に向 け て 語 り 合 っ た こ と が 懐 か し く 思 い 出 さ れ ます 。 コ ー ヒ ー の ほ か に 何 を 飲 ん で い た の か は 、 あま り 覚 え て お り ま せ ん 。  （

Ｈ Ｐ ト ピ ッ ク ス に 掲 載

）

　
現 在 の 大 洗 に は 、 大 洗 サ

ン ビ ー チ が 整 備 さ れ 、 大 型ク ル ー ザ ー が 保 管 で き る 県内 初 の 公 共 マ リ ー ナ が あり 、 さ ら に 「 大 洗 シ ー サ イド ス テ ー シ ョ ン 」 や 「 め んた い パ ー ク 」  な ど が 立 地 し 、港 を 中 心 に 賑 わ い を み せ てお り ま す 。　
大 洗 港 は 、 首 都 圏 と 北 海

道 を 週

1 2便 体 制 で 結 ぶ カ ー

フ ェ リ ー 基 地 と し て 発 展 を続 け て い ま す 。 平 成 ７ 年 には 第 ４ 埠 頭 が 完 成 し 、 ク

ル ー ズ 船 の 寄 港 も 可 能 と なり ま し た 。

は 、 港 湾 用 地 の 企 業 誘 致 です 。 い か に し て 町 に メ リ ット が あ る 企 業 に 来 て も ら うか を 考 え て お り ま し た 。 大洗 町 が ど れ ほ ど 魅 力 的 な のか と い う こ と を Ｐ Ｒ し な がら 、 企 業 誘 致 を 進 め た の です 。 そ の 結 果 、  「 八 ヶ 岳 アウ ト レ ッ ト 」  と 福 岡 県 の  「 かね ふ く 」 の 立 地 が 決 ま っ た時 は 、 非 常 に 嬉 し か っ た こと を 覚 え て お り ま す 。 ２ 社と も か な り の 集 客 が 見 込 める た め 、 道 路 の 交 差 点 改 良は じ め 、 い ろ い ろ 改 良 工 事を 実 施 し ま し た 。

　
私 が 港 湾 課 長 を 務 め た の

は 、 平 成

1 4年 ４ 月 か ら 平 成

1 6年 ３ 月 ま で の ２ カ 年 。 苫
小 牧 航 路 が 商 船 三 井 フ ェリ ー と 東 日 本 フ ェ リ ー の 協働 配 船 で あ っ た 時 で し た 。フ ェ リ ー の 安 全 運 航 の ため 、  航 路 の 浚 渫 は も と よ り 、２ 者 か ら の 要 望 事 項 に つ いて 、 で き る も の か ら 対 応 した の を 覚 え て お り ま す 。　

公 共 マ リ ー ナ に つ い て
は 、 他 都 県 か ら の 船 に も っと 寄 港 い た だ け る よ う 、 条例 改 正 し て 利 用 料 金 の 改 定を 行 い ま し た 。 県 外 船 も 、県 内 船 と 同 じ 料 金 で 利 用 でき る よ う に し た の で す 。 その た め 、 他 県 の 船 も 入 っ てく る よ う に な っ て 、 マ リ ーナ に も だ い ぶ 活 気 が 出 て きた の で す 。　

特 に 私 が 力 を 入 れ た の

　
そ の 後 、 ア ウ ト レ ッ ト は

撤 退 さ れ ま し た が 、 大 洗シ ー サ イ ド ス テ ー シ ョ ン とし て 生 ま れ 変 わ り 、 賑 わ いを み せ て い ま す 。 ま た 、 かね ふ く も 、 明 太 子 工 場 の 見学 や 直 売 店 で の 買 い 物 が 楽し め る 「 め ん た い パ ー ク 」と し て 人 気 を 博 し て お り ます 。　
あ の 時 、 み ん な で 頑 張 っ

て 企 業 誘 致 を し た こ と が 、大 洗 の 賑 わ い を 生 む 一 助 とな っ た の で は な い か と 、 勝手 に 思 っ た り し て お り ます 。

い ば ら き の 公 共 事 業い ば ら き の 公 共 事 業

〜 歴 史 を た ど り 、  後 世 に 残 す 〜〜 歴 史 を た ど り 、  後 世 に 残 す 〜

県 土 木 部 港 湾 課 編 ②い ば ら き の 公 共 事 業 を 紐 解 く

大 山

　
登 志 彦 （ お お や ま

　
と し ひ こ ）

１ ９ ５ ８ 年 ９ 月

1 9日 生 ま れ 。

6 4歳 。 初 入 庁 時 は 、

常 陸 太 田 土 木 事 務 所 に 所 属 。 そ の 後 、 港 湾 課 計 画担 当 、 土 木 部 技 監 兼 道 路 維 持 課 長 な ど を 経 て 、 ２０ １ ９ 年 に 土 木 部 技 監 （ 総 括 ） で 定 年 を 迎 え た

大 洗 の 魅 力 を 発 信 し 企 業 誘 致

区 か ら 大 洗 港 へ 土 砂 を 搬 入す る と い う 計 画 が あ り ま した 。 計 画 の 内 容 は 、 イ ベ ント バ ー ス に 陸 揚 げ し 、 後 背地 の 民 地 に 処 分 す る と い うも の 。 観 光 面 に 影 響 が 出 る可 能 性 や 、 地 元 地 権 者 の 声が あ っ た こ と も あ り 、 急遽 、 廃 棄 物 対 策 課 に よ っ て対 策 が 打 た れ 、 土 砂 の 適 切な 取 り 扱 い に 関 す る 条 例 が制 定 さ れ ま し た 。 こ れ ら によ り 、 最 終 的 に 土 砂 搬 入 は行 わ れ な い こ と に な っ た ので す 。 こ の お か げ で ク ル ーズ 船 の 利 用 な ど 、 海 洋 性 レク リ エ ー シ ョ ン 基 地 と し ての 機 能 が 確 保 さ れ た の で はな い か と 思 っ て お り ま す 。　
大 洗 港 近 辺 で は 、 こ れ か

ら 道 の 駅 整 備 計 画 や 、 マリ ー ナ の リ ニ ュ ー ア ル 等 があ る と 聞 い て お り ま す 。 港の 整 備 に 微 力 な が ら 携 わ った も の と し て 、 更 に 賑 わ いと 活 況 溢 れ る 港 区 と な る こと を 、 心 よ り 楽 し み に し てお り ま す 。

（ 島 津 就 子 ）

大 洗 と 大 洗 港 の お も い で

元 県 土 木 部 長
（ 当 時 ・ 県 土 木 部 港 湾 課 課 長 ）

元 土 木 部 総 括 技 監
（ 当 時 ・ 県 土 木 部 港 湾 課 主 査 （ 計 画 担 当 ） ）

渡 邊 一 夫 氏 大 山 登 志 彦 氏×

2 0 2 3  年 度 土 木 部 公 共 事 業 の
執 行 状 況 一 覧 表 （ 主 管 課 別 ）

4  月 末 現 在  （ 単 位 ： 千 円 ）

課 名
本 工 事 費 に 係 る 起 工 額

件 数  金 額

道 路 建 設 課 5 5  3, 8 4 3, 5 0 8

道 路 維 持 課 2 9 7  4, 3 1 8, 3 6 7

河 川 課 1 1 2  1, 2 4 9, 9 3 4

港 湾 課 2 4  1, 4 9 1, 5 1 2

営 繕 課 5 7  4, 9 5 4, 3 9 7

都 市 整 備 課 3 5  1, 0 5 1, 6 1 1

下 水 道 課 2 7  4, 0 6 3, 7 1 6

住 宅 課 9  8 1, 5 3 2

合 計 6 1 6  2 1, 0 5 4, 5 7 7

2 0 2 3  年 度 土 木 部 公 共 事 業 の
執 行 状 況 一 覧 表 （ 執 行 箇 所 別 ）

4  月 末 現 在 （ 単 位 ： 千 円 ）

課 所 名
本 工 事 費 に 係 る 起 工 額

件 数  金 額

水 戸 土 木 事 務 所 7 2  1, 3 6 1, 4 8 8

常 陸 大 宮 土 木 事 務 所 4 1  5 6 9, 5 0 3

大 子 工 務 所 2 0  3 6 6, 1 4 4

潮 来 土 木 事 務 所 3 8  4 4 2, 0 6 8

土 浦 土 木 事 務 所 1 1 5  3, 2 9 5, 5 0 7

筑 西 土 木 事 務 所 3 3  1, 6 4 3, 6 7 3

常 陸 太 田 工 事 事 務 所 1 6  1 7 3, 9 2 1

高 萩 工 事 事 務 所 2 9  4 1 8, 3 2 0

鉾 田 工 事 事 務 所 2 3  5 5 3, 3 1 2

竜 ケ 崎 工 事 事 務 所 4 3  8 6 2, 2 3 5

常 総 工 事 事 務 所 2 2  2 8 5, 3 1 5

境 工 事 事 務 所 4 6  4 7 8, 7 3 4

茨 城 港 湾 事 務 所 2 1  1, 4 7 4, 7 1 5

鹿 島 港 湾 事 務 所 4  2 9, 9 9 7

鹿 島 下 水 道 事 務 所 7  1, 8 6 0, 9 0 7

流 域 下 水 道 事 務 所 2 0  2, 2 0 2, 8 0 9

道 路 建 設 課 0 0

道 路 維 持 課 0 0

河 川 課 0 0

港 湾 課 0 0

営 繕 課 5 7  4, 9 5 4, 3 9 7

都 市 整 備 課 0 0

住 宅 課 9  8 1, 5 3 2

下 水 道 課 0 0

合 計 6 1 6  2 1, 0 5 4, 5 7 7

【 備 考 】 
１  債 務 負 担 工 事 を 含 む
２  繰 越 工 事 は 含 ま な い

　
都 市 計 画 道 路 鮎 川 停 車 場 線 お よ び 日 立 市 道 鮎 川

町 地 内 道 路 の 安 全 祈 願 式 典 が

2 4日 に 挙 行 さ れ た 。

県 や 市 な ど の 関 係 者 が 出 席 し 、 国 道 ６ 号 と 同 ２ ４５ 号 を つ な ぐ 道 路 の 開 通 を 祝 っ た 。

日 立 市 の 東 西 結 び 経 済 活 性 化 へ

都 計 道 鮎 川 停 車 線 が 開 通

県 や 市 の 関 係 者 ら が 安 全 祈 願

水 戸 市

吉 田 市 民 セ ン タ ー

長 寿 命 化 へ 設 計

県 土 木 部

全 体 で

6 1 6件 、

2 1 0億 起 工

公 共 事 業執 行 状 況

営 繕 課 が

4 9億 で 最 多

茨 城 町

住 宅 リ フ ォ ー ム

工 事 額 の 一 部 助 成

木 田 余 跨 線 橋 を 修 繕7～

9月 頃 一 般 競 争

県 土 浦 土 木

岩 瀬 二 宮 線

バ イパ ス

で

6 0ｍ 区 間 を 改 良
《 県 筑 西 土 木 》


